
ホ
ー
コ
ス
菅
田
雅
夫
社
長

ＭＱＬ、節電に貢献

　
今
夏
は
全
国
で
節

電
へ
の
取
り
組
み
が

加
速
す
る
。
工
作
機

械
を
使
う
多
く
の
産

業
で
も
、
節
電
要
請

に
応
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
中
で
、
少
量

の
潤
滑
油
で
切
削
加

工
を
行
う
「
Ｍ
Ｑ
Ｌ

微
少
量
潤
滑
加
工

」

が
、
節
電
に
貢
献
で
き
る
と
確
信
し
て
い
る
。

　
Ｍ
Ｑ
Ｌ
で
の
加
工
と
通
常
の
ク
ー
ラ
ン
ト
加
工

を
比
較
し
た
場
合
、
Ｍ
Ｑ
Ｌ
は
機
械
の
消
費
電
力

を
３
分
の
１
に
抑
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
植
物
性

の
油
を
ミ
ス
ト
状
に
し
て
使
う
た
め
、
空
気
汚
染

も
な
く
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
人
体
に
影
響
を
与
え

な
い
。

　
開
発
か
ら
こ
れ
ま
で
の
約

年
の
間
に
、
工
具

メ
ー
カ
ー
も
Ｍ
Ｑ
Ｌ
に
適
し
た
工
具
を
商
品
化

し
、
切
削
効
率
も
格
段
に
向
上
し
た
。
当
社
の
工

作
機
械
に
搭
載
し
て
い
る
Ｍ
Ｑ
Ｌ
の
機
能
を
、
要

望
が
あ
れ
ば
汎
用
の
工
作
機
械
メ
ー
カ
ー
に
も
、

技
術
供
与
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。
節
電
は

今
後
も
継
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
Ｍ
Ｑ
Ｌ
の
認

知
度
ア
ッ
プ
も
当
社
の
課
題
と
捉
え
て
い
る
。

広
島
県
福
山
市

ミ
ゾ
ウ
エ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ジ
ャ
パ
ン
溝
上
浩
司
社
長

人に役立つ製品生む

　
２
０
０
３
年
の
設

立
当
初
か
ら
、
生
体

計
測
分
野
参
入
へ
の

思
い
は
あ
っ
た
。
ま

ず
は
、
産
業
界
で
実

績
を
出
し
て
か
ら
進

出
す
る
こ
と
に
決
め

て
い
た
。

　
現
在
、
拡
販
中
の
計
測
装
置
「
デ
バ
ッ
グ
ス
コ

ー
プ
」
を
中
心
に
、
産
業
分
野
で
電
子
計
測
技
術

を
磨
き
な
が
ら
、
脳
波
計
や
超
音
波
エ
コ
ー
の
開

発
を
進
め
て
い
る
。

年
以
降
に
は
、
市
場
投
入

す
る
計
画
だ
。

　
産
業
用
途
で
の
計
測
も
精
度
よ
く
計
測
す
る
事

が
肝
に
な
る
が
、
ご
く
微
小
な
信
号
で
動
き
が
複

雑
な
脳
波
を
扱
う
脳
波
計
は
、
信
号
と
ノ
イ
ズ
の

判
別
が
よ
り
難
し
く
な
る
。
ノ
イ
ズ
を
シ
ャ
ッ
ト

ア
ウ
ト
し
て
微
小
な
信
号
を
正
確
に
計
測
す
る
こ

と
が
独
自
の
技
術
。
わ
れ
わ
れ
の
よ
う
な
ベ
ン
チ

ャ
ー
企
業
が
世
界
を
相
手
に
闘
う
た
め
に
は
、
こ

う
し
た
高
付
加
価
値
技
術
に
挑
戦
し
続
け
る
し
か

な
い
。

　
今
後
も
医
療
や
産
業
分
野
を
通
じ
て
、
人
の
役

に
立
つ
製
品
を
生
み
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

広
島
県
府
中
市

四
国
化
工
機
植
田
滋
社
長

事業の相乗効果期待

　
わ
が
社
は
先
進
的

な
食
品
機
械
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
を
元
に
「
機

械
事
業
」
「
包
装
資

材
事
業
」
「
食
品
事

業
」
の
３
分
野
が

柱
。
課
題
と
戦
略
は

こ
の
３
部
門
が

「

他
部
門
と
の

相
乗
効
果
を
ど
う
高
め
て
い

く
か
」
だ
。
特
に
機
械
事
業
で
は
円
高
で
も
輸
出

で
、
利
益
を
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
技
術
の
差
別
化

と
市
場
に
合
っ
た
モ
ノ
づ
く
り
を
進
め
る
。
上
海

の
工
場
で
は
電
子
部
品
を
含
め
現
地
で
調
達
、
コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
を
図
り
つ
つ
、
国
内
と
同
等
の
機
械

を
上
海
で
製
作
す
る
。
包
装
資
材
事
業
で
は
環
境

に
や
さ
し
く
オ
リ
ジ
ナ
ル
性
の
高
い
包
装
資
材
を

中
心
に
創
造
と
開
発
を
行
い
包
装
資
材
に
最
適
な

機
械
と
セ
ッ
ト
で
提
供
す
る
。
食
品
事
業
で
は
日

量

万
丁
の
豆
腐
「
さ
と
の
雪
」
に
お
い
て
「
こ

だ
わ
り
品
質
」
を
掲
げ
量
よ
り
質
を
求
め
、
品
質

の
安
全
、
安
心
を
追
求
す
る
。
６
月
か
ら
東
南
ア

ジ
ア
戦
略
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク

に
駐
在
員
事
務
所
の
開
設
を
進
め
る
。
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
、
サ
ー
ビ
ス
に
重
点
を
置
き
、
よ
り
一
層
の

技
術
サ
ポ
ー
ト
に
努
め
る
。

徳
島
県
北
島
町

タ
ス
テ
ム
高
橋
政
利
社
長
・

「第三の柱」確立狙う

　
わ
が
社
の
経
営
戦

略
に
お
い
て
、
最
も

重
視
す
る
の
は
「
社

員
の
質
」
の
向
上
。

業
務
上
の
高
度
な
技

術
を
身
に
付
け
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
だ

が
、
一
人
の
人
間
と

し
て
目
配
り
・
気
配
り
の
で
き
る
人
材
を
育
て
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
当
社
で
は
毎
月
１
回
、
全
従
業
員
を
対
象
に
し

た
報
告
会
を
実
施
し
て
い
る
。
我
々
は
財
務
状
況

な
ど
を
全
て
公
開
し
て
お
り
、
従
業
員
か
ら
は
作

業
報
告
や
各
職
場
の
改
善
点
の
提
起
な
ど
が
あ

る
。

　
こ
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
社
員
は
問
題
意
識

を
持
っ
て
仕
事
に
取
り
組
み
、
会
社
の
目
指
す
方

向
を
共
有
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
社
長
に
就
任
し
て

年
目
と
な
る
７
月
か
ら
の

第

期
は
、
当
社
に
と
っ
て
勝
負
の
年
。
現
在
、

事
業
の
柱
は
建
築
部
門
と
鉄
工
部
門
だ
が
、
「
社

員
の
質
」
に
加
え
て
、
安
全
・
短
納
期
・
高
品
質

・
低
コ
ス
ト
・
匠
の
技
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
新
た

な
「
第
三
の
柱
」
を
今
後
の
成
長
基
盤
と
し
て
確

立
し
た
い
。

愛
媛
県
新
居
浜
市

Ｎ
Ｓ
ウ
エ
ス
ト
岡
史
郎
社
長

社の進むべき道探る

　
わ
が
社
は
こ
の
６

月
に

周
年
の
節
目

を
迎
え
る
。
長
年
黒

字
経
営
を
継
続
し
て

き
た
が
、
周
囲
を
取

り
巻
く
環
境
は
決
し

て
楽
な
も
の
で
は
な

い
。
長
引
く
円
高
や

新
興
国
の
台
頭
で
、
コ
ス
ト
削
減
へ
の
要
請
が
ま

す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
状
況
の
中
、
今
後
も
安
定

成
長
し
て
い
く
た
め
に
は
「
企
業
の
存
在
価
値
向

上
」
「
継
続
安
定
利
益
の
確
保
」
が
必
要
だ
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
当
社
で
は
、
３
年
前
か
ら

「
Ｎ
Ｓ
Ｗ
モ
ノ
造
り
革
新
」
を
経
営
戦
略
の
柱
と

し
て
ハ
ー
フ
コ
ス
ト
へ
の
挑
戦
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル

生
産
の
実
現
、
劇
的
品
質
の
向
上
に
取
り
組
み
、

現
在
一
定
の
成
果
を
上
げ
つ
つ
あ
る
。

　
ま
た
将
来
の
売
り
上
げ
台
数
減
少
が
見
込
ま
れ

る
中
、
社
の
存
続
に
は
単
な
る
コ
ス
ト
構
造
の
見

直
し
に
留
ま
ら
な
い
新
た
な
「
会
社
の
進
む
べ
き

道
」
を
見
い
だ
す
の
が
喫
緊
の
課
題
で
「
世
界
１

の
モ
ノ
造
り
企
業
」
と
い
う
高
い
目
標
を
掲
げ

「
全
員
参
加
型
経
営
」
を
合
言
葉
に
「
市
場
創
造

型
商
品
の
開
発
」
を
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
考
え
、
１

０
０
年
企
業
を
目
指
す
。

広
島
県
庄
原
市

大
晃
機
械
工
業
木
村
晃
一
社
長

舶用も確実に伸ばす

　
わ
が
社
は
舶
用
、

陸
上
用
な
ど
の
各
種

ポ
ン
プ
・
ブ
ロ
ワ
を

手
が
け
て
い
る
。
１

９
５
６
年
に
山
口
県

田
布
施
町
の
工
場
誘

致
第
１
号
と
し
て
こ

の
地
に
立
地
以
来
、

地
域
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
。
活
況
が
続
い
て
き

た
造
船
業
界
が
最
大
の
顧
客
で
、
特
に
主
機
潤
滑

油
ポ
ン
プ
で
は
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
と
見
て
い
る
。

　
造
船
業
の
先
細
り
を
見
越
し
早
め
に
対
策
を
施

し
て
き
た
。
そ
の
一
環
で
昨
年
、
事
業
部
制
を
導

入
し
た
。
舶
用
、
陸
上
、
ダ
イ
ヤ
フ
ラ
ム
ポ
ン
プ

を
担
当
す
る
Ｅ
Ｍ
の
３
事
業
部
だ
。
陸
上
は
強
化

す
る
が
舶
用
も
確
実
に
伸
ば
し
た
い
。
共
通
の
キ

ー
ワ
ー
ド
は
「
環
境
・
省
エ
ネ
」
。
例
え
ば
船
舶

の
バ
ラ
ス
ト
水
を
電
気
分
解
で
殺
菌
す
る
処
理
シ

ス
テ
ム
の
受
注
活
動
を
始
め
た
。
搭
載
義
務
が
課

せ
ら
れ
始
め
、
今
後
期
待
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に

顧
客
に
新
た
な
価
値
を
提
供
す
る
の
が
責
務
だ
。

　
早
く
か
ら
中
国
に
進
出
し
、
今
で
は
６
拠
点
を

構
え
る
。
海
外
展
開
の
た
め
に
は
内
需
に
目
を
配

り
、
モ
ノ
づ
く
り
の
体
制
を
国
内
で
確
立
す
る
こ

と
が
重
要
だ
。
　

山
口
県
田
布
施
町

光
畑
製
作
所
光
畑
仁
士
社
長

ユーザー満足を追求

　
わ
が
社
は
、
卓
上

複
合
工
作
機
械
の
製

造
・
販
売
を
メ
ー
ン

に
手
掛
け
て
い
る
。

「
ユ
ー
ザ
ー
様
に
満

足
し
て
い
た
だ
け
る

製
品
作
り
と
サ
ー
ビ

ス
を
常
に
心
が
け
、

信
頼
さ
れ
る
企
業
で
あ
り
続
け
る
」
を
理
念
に
、

自
動
車
や
医
療
関
連
な
ど
幅
広
い
分
野
に
さ
ま
ざ

ま
な
製
品
を
納
め
て
き
た
。

　
常
に
心
が
け
て
い
る
の
は
、
き
め
細
か
な
ア
フ

タ
ー
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
迅
速
な
ク
レ
ー
ム
対
応

だ
。
自
前
設
備
で
の
一
貫
生
産
の
強
み
を
生
か

し
、
納
入
先
の
要
望
や
問
題
点
、
ク
レ
ー
ム
な
ど

を
技
術
者
が
素
早
く
解
決
。
迅
速
に
対
応
す
る
こ

と
で
、
顧
客
と
の
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
る
。

　
も
う
一
つ
の
柱
は
工
作
機
械
メ
ー
カ
ー
向
け
部

品
の
受
注
加
工
。
こ
れ
に
よ
り
習
得
し
た
技
術
や

ノ
ウ
ハ
ウ
を
自
社
製
品
に
反
映
し
、
技
術
者
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
て
い
る
。
高
い
技
術
を
持

つ
「
ス
キ
ル
マ
ス
タ
ー
」
に
よ
る
若
手
育
成
に
も

力
を
注
ぎ
、
機
械
産
業
の
一
翼
を
担
う
企
業
と
し

て
モ
ノ
づ
く
り
を
活
性
化
し
、
生
活
に
役
立
つ
工

作
機
械
を
作
り
続
け
る
。

岡
山
県
岡
山
市

　
日
本
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
い
ぜ
ん
厳
し
い
。
異
常
な
円
高
が
続
き
、

放
置
す
れ
ば
生
産
の
海
外
移
転
が
加
速
し
、
空
洞
化
が
本
格
化
す
る
懸
念
が

あ
る
。
た
だ
海
外
に
拠
点
を
移
し
た
と
し
て
も
、
例
え
ば
人
件
費
の
高
騰
な

ど
、
立
地
条
件
は
常
に
変
化
す
る
。
や
は
り
国
内
の
需
要
を
し
っ
か
り
と
開

拓
し
、
需
要
地
に
根
ざ
し
た
生
産
を
守
る
こ
と
が
必
要
だ
。
そ
の
た
め
に

は
、
さ
ら
な
る
高
付
加
価
値
化
で
、
世
界
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
中
で
日

本
企
業
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
に
な
る
こ
と
だ
。
中
国
・
四
国
エ
リ
ア

の
元
気
な
経
営
者
に
展
望
を
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

中国・四国モノづくりリポート２０１２

宇
治
電
化
学
工
業
西
山
彰
一
社
長

モノづくり楽しもう

　
「
今
の
仕
事
は
面

白
い
で
す
か
？
」
そ

の
問
い
か
け
に
、
満

面
の
笑
み
で
「
楽
し

い
で
す
。
最
高
で

す
」
と
答
え
が
返
っ

て
く
る
事
が
増
え
て

き
て
お
り
、
心
強
く

思
う
今
日
こ
の
頃
だ
。

　
私
た
ち
の
住
む
地
域
で
は
、
古
く
か
ら
四
国
八

十
八
カ
所
遍
路
の
人
々
を
温
か
く
迎
え
て
き
た
。

そ
の
お
も
て
な
し
の
心
は
、
変
革
を
味
方
に
す
る

と
い
う
文
化
も
育
ん
で
き
た
。
時
に
は
厳
し
い
自

然
の
営
み
の
中
で
克
服
す
る
自
分
の
テ
ー
マ
を
心

で
受
け
止
め
、
「
変
化
は
自
分
と
の
戦
い
だ
、
必

ず
出
来
る
、
出
来
る
ま
で
や
る
、
あ
き
ら
め
た
時

が
失
敗
だ
」
と
、
満
面
の
笑
み
の
人
は
自
分
に
言

い
聞
か
せ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
「
い
っ
た
い
そ
の

満
面
の
笑
み
は
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
る
の
か
？
」
そ

の
素
朴
な
疑
問
に
答
え
て
く
れ
る
一
冊
の
書
物

「
ア
ラ
ン
の
幸
福
論
」
に
出
会
っ
た
。
「
未
来
は

今
の
自
分
の
心
が
明
る
け
れ
ば
開
け
る
。
道
は
ど

ん
な
に
険
し
く
て
も
明
る
い
笑
顔
が
道
を
開
く
」

こ
の
言
葉
を
胸
に
、
今
日
も
笑
顔
で
モ
ノ
づ
く
り

を
楽
し
も
う
。
　

高
知
県
高
知
市

ト
ッ
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
次
代
の
成
長
戦
略

有
力
企
業
ト
ッ
プ
８
氏
が
語
る
厳
し
い
環
境
克
服
の
処
方
箋

（ ） 【広告特集】 ２０１２年 平成２４年 ５月３０日 水曜日 　　


